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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機化合物および可能性として水を含んでいる放射性物質、もしくは、有機化合物およ
び可能性として水の存在下の放射性物質を含有している、放射性物質を輸送および／また
は保管するに適している、受け皿、タンク、もしくはコンテナである閉鎖チャンバー中で
、放射線分解により発生される可燃ガスを除去する方法であって、ここで、該チャンバー
内側に、次の、
　　ａ）該チャンバー雰囲気中に含有される酸素による、該可燃ガスを酸化していく少な
くとも１種の反応の、不活性固体支持体により支持されている触媒
　　ｂ）ＣＯをＣＯ2に酸化していく少なくとも該反応の、触媒
が入れられる、方法。
【請求項２】
　触媒ａ）が、水素を水に酸化していく少なくとも前記反応の触媒である、請求項１の方
法。
【請求項３】
　触媒ａ）が、プラチナ（白金）、パラジウム、およびロジウムからなる群から選択され
る貴金属である、請求項１もしくは２の方法。
【請求項４】
　触媒ａ）の不活性固体支持体が、０．１重量％未満の貴金属を支持する、請求項３の方
法。
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【請求項５】
　触媒ａ）が稀土類であり、ランタノイド族から選択される、請求項１～３のいずれか１
項の方法。
【請求項６】
　触媒ａ）の不活性固体支持体が、微小孔不活性固体支持体である、請求項１～５のいず
れか１項の方法。
【請求項７】
　前記微小孔不活性固体支持体が、可能性として活性化されたモレキュラーシーブズから
選択される、請求項６の方法。
【請求項８】
　前記モレキュラーシーブズが、アルミナおよび活性化アルミナから選択される物質でで
きている、請求項７の方法。
【請求項９】
　前記微小孔不活性固体支持体が、少なくとも２００ｍ2／ｇの比表面積を持つ、請求項
６～８のいずれか１項の方法。
【請求項１０】
　前記微小孔不活性固体支持体が、少なくとも３００ｍ2／ｇの比表面積を持つ、請求項
６～８のいずれか１項の方法。
【請求項１１】
　触媒ｂ）が、ＣＯをＣＯ2に酸化していく反応の特異的な触媒である、請求項１～１０
のいずれか１項の方法。
【請求項１２】
　触媒ｂ）が、二酸化マンガンＭｎＯ2および酸化銅ＣｕＯの混合物を含む、請求項１～
１１のいずれか１項の方法。
【請求項１３】
　触媒ａ）に対する触媒ｂ）の質量比が、１／１～１／１０である、請求項１～１２のい
ずれか１項の方法。
【請求項１４】
　触媒ａ）に対する触媒ｂ）の質量比が、１／２～１／４である、請求項１～１２のいず
れか１項の方法。
【請求項１５】
　次の、
　　ｃ）酸素源
も、前記チャンバー内側に入れられる、請求項１～１４のいずれか１項の方法。
【請求項１６】
　前記酸素源が、固体の形もしくはガスの形である、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　酸素源ｃ）が、固体過酸化物から選択される固体の源である、請求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記固体過酸化物が、カルシウム、バリウム、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、
およびこれらの混合物の過酸化物のような、アルカリおよびアルカリ土類金属の過酸化物
およびこれらの混合物から選択される、請求項１７の方法。
【請求項１９】
　前記酸素源が、前記チャンバー雰囲気の全部もしくは一部を、純粋な酸素により置き換
えて形成されるガスの源である、請求項１６の方法。
【請求項２０】
　吸湿性微小孔支持体ｄ）も、前記チャンバー内側に入れられる、請求項１～１９のいず
れか１項の方法。
【請求項２１】
　前記吸湿性微小孔支持体ｄ）が、モレキュラーシーブズから選択される、請求項２０の
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方法。
【請求項２２】
　前記モレキュラーシーブズが、アルミノシリケートタイプ（例えば、式Ｎａ12［（Ａｌ
Ｏ2）12（ＳｉＯ2）12］ＸＨ2Ｏ、式中、Ｘが２７までであり、もしくは、無水物２８．
５重量％を有する）の材料から選択される材料でできている、請求項２１の方法。
【請求項２３】
　前記吸湿性微小孔支持体が、少なくとも２００ｍ2／ｇの比表面積を持つ、請求項２０
～２２のいずれか１項の方法。
【請求項２４】
　前記吸湿性微小孔支持体が、少なくとも３００ｍ2／ｇの比表面積を持つ、請求項２０
～２２のいずれか１項の方法。
【請求項２５】
　触媒ａ）、触媒ｂ）を支持している、前記微小孔不活性固体支持体が、離散した部品に
砕かれている、請求項６～１０のいずれか１項の方法。
【請求項２６】
　離散した前記部品は、結晶、ビーズ、もしくは顆粒の形態である、請求項２５の方法。
【請求項２７】
　前記吸湿性微小孔支持体ｄ）が離散した部品に砕かれている、請求項２０～２４のいず
れか１項の方法。
【請求項２８】
　離散した前記部品は、結晶、ビーズ、もしくは顆粒の形態である、請求項２７の方法。
【請求項２９】
　前記酸素源ｃ）が、離散した部品に砕かれている、請求項１７の方法。
【請求項３０】
　離散した前記部品は、結晶、ビーズ、もしくは顆粒の形態である、請求項２９の方法。
【請求項３１】
　離散した前記部品が、外装直径２ｍｍ～２０ｍｍを有する、請求項２５～３０のいずれ
か１項の方法。
【請求項３２】
　触媒ａ）、触媒ｂ）のうちの少なくとも１つが、テキスタイル外装、ストレーナー、金
属グリッド、もしくは有孔受け皿のような、少なくとも一部透過性である少なくとも１つ
の受け皿に、混合もしくは個々に入れられる、請求項２５、２６、３１のいずれか１項の
方法。
【請求項３３】
　触媒ａ）、触媒ｂ）、酸素源ｃ）および吸湿性微小孔支持体ｄ）のうちの少なくとも１
つが、テキスタイル外装、ストレーナー、金属グリッド、もしくは有孔受け皿のような、
少なくとも一部透過性である少なくとも１つの受け皿に、混合もしくは個々に入れられる
、請求項２５～３１のいずれか１項の方法。
【請求項３４】
　触媒ａ）および触媒ｂ）が混合され、酸素源ｃ）および吸湿性微小孔支持体ｄ）が分離
される、請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　有機化合物および可能性として水を含んでいる放射性物質、もしくは、有機化合物およ
び可能性として水の存在下の放射性物質を含有している、放射性物質を輸送および／また
は保管するに適している、受け皿、タンク、もしくはコンテナである閉鎖チャンバー中で
、放射線分解により発生される可燃ガスを除去していく装置であって、
　　該チャンバー雰囲気中に含有される酸素により、該可燃ガスを酸化していく少なくと
も１種の反応の、不活性固体支持体により支持されている、触媒ａ）および
　　ＣＯをＣＯ2に酸化していく少なくとも該反応の、触媒ｂ）
を含む、装置。
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【請求項３６】
　さらに、酵素源ｃ）、および／または、吸湿性微小孔支持体ｄ）を含む、請求項３５の
装置。
【請求項３７】
　放射性物質を輸送および／または保管するに適している、受け皿、タンク、もしくはコ
ンテナであり、放射線分解により、可燃ガスを発生可能な、有機化合物および可能性とし
て水を含んでいる放射性物質、もしくは、有機化合物および可能性として水の存在下の放
射性物質を含有可能な閉鎖チャンバーであって、更に、可燃ガスを除去していくための、
請求項３５または３６で定義された少なくとも１つの装置を含有している、閉鎖チャンバ
ー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射性物質を含有している閉鎖チャンバー中の、水素のような可燃ガスを除
去していく方法および装置に関し、放射線分解によりこのようなガスを発生し得る固体も
しくは液体の有機化合物および可能性として水の存在下であり、あるいは、該放射性物質
が、このタイプの化合物および可能性として水を含む場合である。
【０００２】
　本発明は更に、有機化合物および可能性として水の存在下に放射性物質を輸送もしくは
保管するのに適している、受け皿、タンク、もしくは容器のような、あるいは、このタイ
プの部品を含んでいる閉鎖チャンバーに関し、該チャンバーは、可燃ガスを除去していく
ためのこのような装置を備えている。
【０００３】
　本発明は、有機化合物および可能性として水を含んでいる放射性物質、または、有機化
合物および可能性として水の存在下に放射性物質を含有している如何なる閉鎖チャンバー
においても、使用され得る。非限定例として、これら放射性物質は、核反応炉用燃料元素
を製造しもしくは処理していくための設備からの、あるいは、このような反応炉から出て
くる産業廃棄物であってよい。
【背景技術】
【０００４】
　核反応炉用燃料元素を製造していくための設備のような核施設は、ある量のスクラップ
、いわゆる＜＜産業廃棄物＞＞を発生する。この産業廃棄物は、モーター部品、フィルタ
ー、金属スクラップ、ラバー、ガラス等のような、非常に広く種々の対象および物質を含
むことがある。この廃棄物は、紙、木、綿のようなセルロース主体の、あるいは、ビニル
もしくはポリウレタンでできたパッキングバッグ、覆い、手袋、および、ポリマー物質で
できた雑多な対象のようなプラスチックの形の有機物をも含有することがある。全てのこ
れら廃棄物は、水および有機液体（油、炭化水素等）のような、少量の液体をも含有する
ことがある。全てのこれら廃棄物は、これら自体が放射性物質を構成し、これはこれらが
、該施設中での滞在の間に活性化された金属パーツ、または、該施設中での使用の間に放
射性ウランもしくはプルトニウム粉末により汚染された有機物もしくは他の物質からなる
からである。
【０００５】
　産業廃棄物は定期的に、処理センターおよび保管センターへと排出される。これらの場
所への運搬は従って、如何なる他の放射性物質の輸送とも同じくらい多くの注意を必要と
する。特に、産業廃棄物は、公共の利益面での、放射性物質輸送に関する規制の要件に見
合っているコンテナ（容器）もしくはキャスク中でパッキングされ輸送されねばならない
。
【０００６】
　実際、輸送は一般的に、産業廃棄物を、ドラム、ビン、もしくはカニスターのような受
け皿中にパッキングして、これら受け皿をキャスクに入れて、実施される。



(5) JP 4925465 B2 2012.4.25

10

20

30

40

50

【０００７】
　産業廃棄物輸送は、輸送される物質のタイプと関連した、特異的な困難を引き起こす。
実際、上で説明したように、この産業廃棄物はしばしば、固体もしくは液体残渣の形の有
機物、または他に、ウランもしくはプルトニウムにより汚染されたある量の水を含有し、
これらは放射能を、これら物質に付与している。実際、ウランおよびプルトニウムは、α
粒子のエミッターであり、これらは、有機分子を開裂させる特異的な特性を持ち、一酸化
炭素、二酸化炭素、酸素、および窒素のようなガス化合物、ならびに、可燃ガスを放出す
る。このメカニズムはいわゆる＜＜放射線分解＞＞であり、結果的に、炭素および水素を
含有しているプラスチックおよび炭化水素中に含まれているもののような有機化合物分子
の開裂、あるいは、水素の発生を伴う水分子の開裂となる。
【０００８】
　可燃ガスの、特に水素の、放射線分解による発生は主に、産業廃棄物が相対的に限られ
た容積の閉鎖チャンバー中に閉じ込められる場合の問題を引き起こす。実際、放射線分解
ガスは次いで、閉じ込められた容積中に放出され、こうして、もし廃棄物タイプおよび放
射強度がこれらのガスの重篤な発生を引き起こすと、高濃度可燃ガスが急速に到達される
ことがある。
【０００９】
　この問題は特に、輸送の間に重大であり、輸送力を最適化させるために、多数の廃棄物
受け皿が一般的に同一キャスクに入れられるとの事実による。実際、このことは、廃棄物
および受け皿から逃れる可燃ガスのための、キャスク中で利用できる何もない（自由な）
空間を減らしてしまう帰結を持つ。
【００１０】
　廃棄物コンテナ受け皿自体がしばしば、あるタイトさ（緻密さ）を提示することも、見
受けられることがあるが、これは、シールを用いて提供され得るクリンプされた蓋により
、閉じられるからである。この場合、可燃ガスが好ましくは、該受け皿各々内に存在して
いる残りの何もない（自由な）空間中で蓄積する。これらの容積も非常に狭いので、この
ことは、該コンテナ受け皿自体中での高濃度の可燃ガスに至り得る。
【００１１】
　一般的に、放射線分解により発生される可燃ガスは、空気のような他のガス存在下に置
かれる場合、その濃度が限界、いわゆる＜＜燃焼限界＞＞を超える場合、爆発性混合物を
形成する。「燃焼限界」は、燃焼ガスのタイプにより、および、温度および圧力の条件に
より、変動する。水素の場合、空気中でのその燃焼限界は、約４％である。このことは、
もし空気中での水素濃度がこのレベルを超えると、熱源もしくはスパーク（火花）が、こ
の混合物を発火させるのに、および、閉じ込められた空間中での暴発に充分となり得るこ
とを意味する。
【００１２】
　種々の研究および観察が、水素保有成分を含んでいる放射性物質を含有している閉鎖チ
ャンバー中での放射線分解により発生される水素のような可燃ガスの濃度が時々、数日後
、約４％の値に到達し得ることを示している。この状況は特に、産業廃棄物が強いα粒子
を発し、数多くの有機分子を含有する場合に当たる。
【００１３】
　実際、キャスクにとって、開けられる前の遙かに長い時間、閉じたままであることは、
よくあることである。このことは、事故のリスクを引き起こし、これは、衝撃もしくは摩
擦により引き起こされるスパークが、キャスクのチャンバー中での、もしくは、廃棄物で
満たされた受け皿中での輸送の間に、発生されることがあるからである。このことにおい
て結局、発火もしくは爆発が、キャスク全体の内容物に拡がる恐れがあり、公共の利益へ
の深刻な事故のリスクを暗示している。比肩できるリスクが、もしキャスクがその輸送中
に事故的な状況の火事に陥れば、存在する。更に、事故のリスクが、キャスクを開けて受
け皿を荷下ろしする最終操作の間に、および、これらを最終的に開ける間に、隠れている
。実際、これらの操作は、数多くの取り扱い操作を必要とし、これらは潜在的に、危険で
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ある。これゆえ特に、水素保有化合物を含んでいる放射性物質を含有するのに使用される
如何なる閉鎖チャンバー中での可燃ガスの蓄積リスクをも考えに入れるのが、重要である
。
【００１４】
　放射性廃棄物輸送キャスクのような閉鎖チャンバー中の水素のような可燃ガスを除去し
ていく１手法は本質的に、酸素と水素との水への再結合触媒（触媒的水素再結合剤）の、
チャンバー中への導入に基づき、これとの接触時に、水素が、その空隙の空気中に存在す
る酸素と結合し、その触媒的な水素酸化メカニズムにより、水を形成する。
【００１５】
　この手法を実行に移している装置が例えば、ＥＰ－Ａ－０　３８３　１５３およびＥＰ
－Ａ－０　６６０　３３５において記載されている。
【００１６】
　文献ＥＰ－Ａ－０　３８３　１５３は、放射性廃棄物保管受け皿中の内圧を減らしてい
く装置を記載している。この装置は、核廃棄物保管受け皿の壁もしくは蓋の開口部に入れ
られたチャンバーを含む。このチャンバー内側が、触媒を受け取り、焼結金属栓が入れら
れている該保管受け皿内側と連絡している開口部を含む。該触媒は、金属製品、水蒸気に
対して透過性の板、もしくは、焼結金属蓋により、外側から隔てられている。
【００１７】
　該保管受け皿中で形成された水素は、該焼結金属栓を通過し、空気中の酸素により該水
素が水に酸化される該触媒に到達する。
【００１８】
　使用される該触媒は、貴金属、例えばパラジウムを、不活性支持体、例えばアルミナ上
に含む。
【００１９】
　この文献において、周りの空気を含んでいる外部酸素源の使用がなされ、これはただ、
密封された輸送キャスクの気密に閉じられたチャンバーに関してだけ、特徴的である。
【００２０】
　文献ＥＰ－Ａ－０　６６０　３３５は、廃棄物保管タンク中の過圧を抑えていくための
装置、特に、水素を発生している放射性廃棄物を記載し、ここでは、水素の酸素との再結
合触媒および乾燥剤が、該保管タンク内側に入れられ、破裂盤を介してその環境と連絡し
ている閉鎖風袋に入れられている。
【００２１】
　該風袋の内側に、水蒸気に対して透過性の２枚の分離シートが設けられ、この下に、２
層の乾燥剤が置かれている。
【００２２】
　第１の実施形態において、２つのグリッド（取っ手）が、該再結合触媒を支持しており
、該分離シートの上に載せられている。
【００２３】
　第２の実施形態において、１層の酸化剤が、該分離シートの上に載せられ、これらのガ
スに対して透過性の分離シートにより、その場所に保たれる。
【００２４】
　該乾燥剤は例えば、シリカゲル、モレキュラーシーブズ、例えば硫酸銅のような脱水さ
れた錯体、塩化カルシウム、硫酸マグネシウム、もしくは五酸化二燐のような吸湿性化学
物質から選択され、可能性として、支持体上にある。
【００２５】
　該再結合触媒は特に、プラチナ（白金）もしくはパラジウムでコーティングされた触媒
から選択される。この装置において、この再結合剤は、一旦このチャンバー中の全酸素が
消費されてしまうと、働かなくなる。
【００２６】
　更に、これらの装置および方法は、触媒的水素再結合剤を使用するのであるが、特に該
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チャンバーが炭素保有有機化合物を含有する場合、より低い効率を示すとのよくある特徴
を持つことが観察されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　これゆえ、有機化合物のタイプおよびその炭素含量に関わらず、有機化合物および可能
性として水を含んでいる放射性物質を含有している閉鎖チャンバー中の可燃ガス、特に水
素を除去していく方法および装置を求める必要性が存在する。
【００２８】
　可燃ガス、特に、水素の除去を、長期に亘り、実際には現実的に無限の期間、保証する
ために働く閉鎖チャンバー中の可燃ガスを除去していく方法および装置を求める必要性も
、存在する。
【００２９】
　簡単で、信頼でき、安全で、使い易く、長引いてコストのかかる手順を必要とせず、広
く種々の条件下、つまり、中でも：
　　一酸化炭素および二酸化炭素のような酸化物のような他の放射線分解ガス存在下
　　この照射のタイプおよび強度に関わらない照射下
　　可能性としてマイナスである種々の温度における
水素のような可燃ガスの効果的な除去を保証する、閉鎖チャンバー中の可燃ガスを除去し
ていく方法および装置を求める更なる必要性が、存在する。
【００３０】
　本発明の目的は、中でも、上でリストアップされた全必要性に見合う方法および装置を
提供することである。
【００３１】
　本発明の更なる目的は、先行技術の方法および装置の欠点、限界、欠陥、および不利を
提示しない方法および装置を提供することであり、文献ＥＰ－Ａ－０　３８３　１５３お
よびＥＰ－Ａ－０　６６０　３３５において記載されたような、先行技術の方法および装
置により引き起こされたこれらの問題に対する解決を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００３２】
　この目的および他が、本発明により達成され、有機化合物および可能性として水を含ん
でいる放射性物質、もしくは、有機化合物および可能性として水の存在下に放射性物質を
含有している閉鎖チャンバー中で、放射線分解により発生される可燃ガスを除去していく
方法により、以降が、該チャンバー内側に入れられる。
　　ａ）該チャンバーの雰囲気中含有される酸素により、該可燃ガスを酸化していくため
の、不活性固体支持体により支持された少なくとも１種の反応触媒
　　ｂ）ＣＯをＣＯ２に酸化していくための、少なくとも該反応の触媒
【００３３】
　該チャンバーの雰囲気中存在している酸素による、該可燃ガスの酸化反応は一般的に、
そして本質的に、水素を水に酸化していく反応である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　好ましくは、触媒ａ）は少なくとも、水素を水に酸化していく反応触媒である。
【００３５】
　触媒ａ）は、不活性固体支持体により支持され、第１の活性な製品であり、該チャンバ
ー内側の分子、有機化合物、および可能性として水の放射線分解により発生される該可燃
ガスの、特に水素の、連続除去を可能ならしめる。
【００３６】
　この除去は、該チャンバーの雰囲気中存在する酸素を用いて、該可燃ガスを酸化してい
く反応により、特に該チャンバーの雰囲気中の酸素との水素の再結合反応により、達成さ
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れ、水を生成する。
【００３７】
　この酸化反応の触媒ａ）は、不活性固体支持体により支持され、貴金属であり得、有利
に、プラチナ（白金）、パラジウム、およびロジウムからなる群から選択される。
【００３８】
　該貴金属は一般的に、０．１重量％より低い量で存在している。
【００３９】
　この酸化反応の触媒ａ）は、稀土類であってもよく、有利に、ランタンのようなランタ
ノイド族から選択されてくる。
【００４０】
　触媒ａ）の支持体は、不活性固体支持体である。
【００４１】
　不活性支持体とは、該チャンバー中存在している化合物、該チャンバーの雰囲気、およ
び他の活性生成物と、化学的に反応しない支持体を意味する。
【００４２】
　好ましくは、触媒ａ）の支持体は、微小孔不活性固体支持体である。
【００４３】
　この微小孔支持体は一般的に、活性化され得るモレキュラーシーブズから選択される。
【００４４】
　用語「活性化された」とは、この技術分野において汎用される用語であり、これは、ア
ルミナのようなモレキュラーシーブズを形成している化合物が、特にその比表面積を増や
すための処理、特に熱処理済みであることを意味する。
【００４５】
　このモレキュラーシーブズは好ましくは、アルミナおよび活性化アルミナから選択され
る物質でできている。
【００４６】
　該微小孔不活性固体支持体は一般的に、大きな比表面積、つまり、一般的に少なくとも
２００ｍ２／ｇ、好ましくは少なくとも３００ｍ２／ｇの比表面積を持つ。
【００４７】
　触媒ｂ）は、第２の活性な製品であり、ＣＯをＣＯ２に酸化していく反応を触媒する。
好ましくは、触媒ｂ）は、ＣＯをＣＯ２に酸化していく反応の特異的触媒である。
【００４８】
　「特異的」とは、ｂ）により触媒されるＣＯのＣＯ２への酸化の速度論が、ａ）により
触媒される速度論よりも、遙かに速いことを意味する。
【００４９】
　好ましくは、触媒ｂ）が、二酸化マンガンＭｎＯ２および酸化銅ＣｕＯの混合物を含む
。
【００５０】
　本発明による方法は、２種の活性な製品、特定の触媒ａ）およびｂ）の組み合わせを使
用し、これは全く、特に文献ＥＰ－Ａ－０　３８３　１５３およびＥＰ－Ａ－０　６６０
　３３５により代表されるような先行技術において記載されていない。
【００５１】
　本発明による方法は本質的に、活性な製品、触媒ａ）およびｂ）のこのような特定の組
み合わせの使用により、上でリストアップした必要性および要件に見合い、先行技術の方
法により引き起こされた問題に対する解決を提供する。特に、本発明者らは、先行技術の
方法の効率が実質的に、一酸化炭素ＣＯのような他の放射線分解ガスの存在下に低下され
ていることを実証していくのに成功しており、この効率における低下は、一酸化炭素ＣＯ
による、パラジウムのようなＨ２酸化触媒ａ）の被毒化により説明される。
【００５２】
　従って、可燃ガス酸化触媒を、ＣＯのＣＯ２への反応触媒ｂ）と組み合わせると、驚く
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べきことに、可燃ガスを酸化していくための触媒ａ）の、ＣＯによる被毒化を防ぐのに成
功する。触媒ｂ）は、酸化により、一酸化炭素の連続除去を確実化し、二酸化炭素を生成
させ、これは、触媒ａ）の被毒化の問題を引き起こさない。
【００５３】
　先行技術においてはいずれも、その触媒の効率における低下が基本的に、該チャンバー
中のＣＯの存在から結果来たことを、暗示する傾向になかった。先行技術は、当業者が、
この技術分野において汎用される再結合剤のような触媒ａ）と、特定の触媒ｂ）を関連付
けるに至らせてしまう示唆を、全く含まなかった。
【００５４】
　本発明による方法は、効果的に、非常に長期に亘り、仮想的に本当に無限の期間、本閉
鎖チャンバー中存在している水素のような可燃ガスを除去するよう働く。特に、もし、廃
棄物が、ＣＯおよび水素両方を放出しがちな炭素および水素を含んでいる有機化合物を含
有すれば、該チャンバー中に存在している廃棄物に関わらず、非常に高い効率を保つ。本
発明による方法は完全に、水素に加えて例えばＣＯ、ＣＯ２等も包含する種々の放射線分
解ガスの存在下に、作動する。
【００５５】
　本発明による方法は同様に、広範な温度において、特にマイナスの温度において、照射
下に、その性質に関わらず、完全に作動する。
【００５６】
　任意に、いつも存在しているこれら２種の触媒ａ）およびｂ）に加えて、酸素源ｃ）が
、該チャンバーに入れられる。この酸素源は、任意の第３の活性な製品であり、該チャン
バー中初期に存在していた全酸素が一旦消費されてしまうと、酸素欠乏を取り繕うよう働
く。
【００５７】
　この酸素源は、ガスの形もしくは固体の形であってよい。
【００５８】
　もし該酸素源が固体の形であれば、一般的に、固体過酸化物から選択される。これらの
化合物は酸素を、水存在下に放出し、例えば、触媒ａ）による水素の酸化の間に形成され
る水である。これらの固体過酸化物は一般的に、過酸化カルシウム、過酸化バリウム、過
酸化ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化マグネシウム、およびこれらの混合物のような
、アルカリおよびアルカリ土類金属の過酸化物ならびにこれらの混合物から選択される。
【００５９】
　もし該酸素源がガスの形であれば、一般的に、該チャンバーの雰囲気の全部もしくは一
部を、純粋な酸素により置き換えていくことにより、形成される。
【００６０】
　任意に、吸湿性微小孔不活性固体支持体ｄ）も、該チャンバーに入れられる。
【００６１】
　該吸湿性微小孔不活性固体支持体は、第４の任意の活性な製品であり、水の吸収により
、該チャンバーの雰囲気の湿気の連続低下を確実化するよう働く。温度に依り、除去され
る水の量は一般的に、該吸湿性微小孔支持体の１５％～３０％を表示する。該チャンバー
中の残りの湿気がこうして、低い値、例えば１０％未満（湿気含量）に、該支持体の飽和
まで維持される。このことは特に、該酸化反応、特に、触媒ａ）により触媒される水素の
酸化により生成され、アルミナのような、触媒ａ）の固体支持体の微小孔中に吸収されて
いなかったと思われる自由な水を集めるよう働き、一般的に、その重量の３０％までの水
を吸収し得る。
【００６２】
　該吸湿性微小孔支持体は好ましくは、モレキュラーシーブズから選択される。
【００６３】
　有利には、該微小孔不活性固体支持体ｄ）のモレキュラーシーブズは、アルミノシリケ
ートタイプ（例えば、式Ｎａ１２［（ＡｌＯ２）１２（ＳｉＯ２）１２］ＸＨ２Ｏ、式中
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、Ｘが２７までであり、もしくは、無水物２８．５重量％を有する）の材料から選択され
る材料でできている。
【００６４】
　該吸湿性微小孔支持体は一般的に、大きな、つまり少なくとも２００ｍ２／ｇ、好まし
くは少なくとも３００ｍ２／ｇの比表面積を持つ。
【００６５】
　この第４の活性な製品が特に、もし第３の活性な製品が酸素ガス源からなるのであれば
、存在しているべきであることが判る。実際、この場合、触媒ａ）のアルミナのような支
持体により吸収されていない水の存在は、該酸素源が、水の存在下にのみ酸素を放出する
固体過酸化物からなる場合とは反対に、酸素を発生させるのに必要でない。
【００６６】
　好ましくは、触媒ａ）、触媒ｂ）、そして可能性として、酸素源ｃ）を支持している微
小孔不活性固体支持体および任意の吸湿性微小孔支持体ｄ）は、離散した部品、または、
例えば、結晶、ビーズ、もしくは顆粒のような粒子の形を採り、粉末の形を採ってもよい
。
【００６７】
　これゆえ、本発明の好ましい実施形態において、触媒ａ）、触媒ｂ）を支持している不
活性固体、好ましくは微小孔支持体、および任意の吸湿性微小孔支持体ｄ）が、例えば、
結晶、ビーズ、もしくは顆粒のような離散した部品に分けられ、一般的に約２ｍｍ～約２
０ｍｍの外装直径を持っている。
【００６８】
　表記「外装直径」とは、当該部品の外装を形成している想像上の球の直径を意味する。
【００６９】
　活性な製品ｃ）は有利に、粉末のような、細かく砕かれた形である。
【００７０】
　一般的に、活性な製品ａ）、ｂ）、そして可能性として、ｃ）およびｄ）が、混合もし
くは別々に、少なくとも１つの受け皿に入れられ、これは少なくとも一部透過性であり、
テキスタイル外装、ストレーナー、金属グリッドのようなものであり、もしくは、カート
リッジのような有孔な受け皿である。
【００７１】
　好ましくは、活性な製品ａ）およびｂ）は、混合される。
【００７２】
　もう一方では、活性な製品ｃ）およびｄ）は、分離されなければならない。
【００７３】
　例えば、これら活性な製品の各々を、重ねられた層の形の２つのグリッド間で分散させ
たり、あるいは、これら２つの義務の活性な製品ａ）およびｂ）の混合物を有する単一層
を形成させることが可能であり、任意の活性な製品ｃ）およびｄ）の各々が別々にパッケ
ージされており、例えば、別々の層の形である。
【００７４】
　カートリッジのような幾つかの受け皿が、その交換面積を大きくするために、同一の閉
鎖チャンバーに入れられ得る。
【００７５】
　触媒ａ）に対する触媒ｂ）の質量比は一般的に、１／１～１／１０、好ましくは、１／
２～１／４であり、この質量比は一般的に、Ｈ２流速に対するＣＯ流速の比が一般的に約
１：１１となるように与えられている。
【００７６】
　本発明は更に、有機化合物および可能性として水を含んでいる放射性物質、もしくは、
有機化合物および可能性として水の存在下に放射性物質を含有している閉鎖チャンバー中
で、放射線分解により発生される可燃ガスを除去していく装置に関し：
　　ａ）該チャンバーの雰囲気中含有される酸素により、該可燃ガスを酸化していくため
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の、不活性固体支持体により支持された少なくとも１種の反応触媒
　　ｂ）ＣＯをＣＯ２に酸化していくための、少なくとも該反応の触媒
　　ｃ）可能性として、酸素源
　　ｄ）可能性として、吸湿性微小孔不活性固体支持体
を含んでおり、ａ）、ｂ）、ｃ）、およびｄ）は、上で定義されたようなものである。
【００７７】
　仕上げに、本発明は更に、有機化合物および可能性として水を含んでいる放射性物質、
もしくは、有機化合物および可能性として水の存在下の放射性物質を含有するに適してい
る閉鎖チャンバーに関し、放射線分解により可燃ガスを生成することが考えられ、該チャ
ンバーは更に、可燃ガスを除去していく、前に定義したとおりの少なくとも１つの装置を
含有している。
【００７８】
　本発明は、以降の詳細な説明の読解から、より良く理解され、但し例示のために与えら
れ非限定的であり、本明細書に添付された図面を参照している。
【００７９】
　本発明は、如何なる閉鎖チャンバーにも適用され、この中においては、有機化合物およ
び可能性として水を含んでいる放射性物質、あるいは、有機化合物および可能性として水
の存在下の放射性物質が入れられる。
【００８０】
　本発明の意味での有機化合物とは、少なくとも１炭素原子、少なくとも１水素原子、お
よび可能性として、例えば、窒素原子、硫黄原子、燐原子、酸素原子、およびハロゲン原
子から選択される少なくとも他の１原子を含んでいる化合物を意味する。
【００８１】
　本チャンバーは、本発明範囲を超えていくことがなければ、如何なる形状および寸法、
ならびに、多かれ少なかれ高レベルの緻密さを持ってよい。特に、ドラムまたは円筒形状
もしくは平行管形状の容器のような受け皿であってよい。更に、本チャンバーは同様に、
放射性物質の関連した、輸送、保管、もしくは処理用に意図されてよい。
【００８２】
　更に、本閉鎖チャンバーに入れられる放射性物質は、有機化合物および可能性として水
を含んでいる全ての放射性物質、もしくは、有機化合物および可能性として水の存在下の
全ての放射性物質からなってもよい。
【００８３】
　一般的に、本発明はより具体的に、該有機化合物が、水素に加えて、ＣＯおよびＣＯ２

を放出もしくは生成する、ある種のプラスチックのような化合物である場合に適用される
。実際、本発明により、ＣＯが触媒ａ）を被毒し、効果的に触媒ｂ）により除去され得、
触媒ａ）の効率を保つことが、実証されている。
【００８４】
　非限定的な例として、該放射性物質は、核燃料元素の処理もしくは製造プラントからの
産業廃棄物からなってよい。既に述べたように、このような廃棄物は、放射性プルトニウ
ムもしくはウランにより汚染され、水の、または、セルロース物質、プラスチック、もし
くは炭化水素のような固体もしくは液体有機化合物の、あるフラクションを含有すること
がある。
【００８５】
　本発明によれば、少なくとも２種の活性な製品が、該放射性物質を含有している該閉鎖
チャンバーに入れられる。
【００８６】
　これらの活性な製品のうちの１種は、以下＜＜活性な製品Ａ＞＞と呼ばれ、該物質中存
在している放射性同位元素により放出される照射の効果の下、該チャンバー中存在してい
る酸素による連続触媒的酸化により、該チャンバーの雰囲気中での放射線分解により発生
される水素のような可燃ガスを除去するようデザイン（設計）される。
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【００８７】
　第２の活性な製品は、以下＜＜活性な製品Ｂ＞＞と呼ばれ、連続酸化により一酸化炭素
を除去し、ＣＯ２を形成するようデザイン（設計）される、活性な製品である。
【００８８】
　これら２つの活性な製品ＡおよびＢは任意に、１つもしくは２つの他の活性な製品と組
み合わされてよい。
【００８９】
　これら２つの他の任意の活性な製品は、第３の製品を含み、これは以下＜＜活性な製品
Ｃ＞＞と呼ばれ、Ｏ２源を与えるようデザイン（設計）され、該チャンバー中初期に存在
していた全酸素が一旦消費されてしまうと、酸素の欠乏を取り繕うよう働くものであり、
そして第４の製品を含み、これは以下＜＜活性な製品Ｄ＞＞と呼ばれ、吸水性の活性な製
品からなっている。
【００９０】
　活性な製品Ａは、不活性固体支持体を含み、好ましくは、微小孔を有し、パラジウム、
プラチナ（白金）、もしくはロジウムのような貴金属を支持している（貴金属で含浸され
ている）。変法として、該不活性固体支持体は、好ましくは、微小孔を有し、有利にラン
タンのようなランタノイド族から選択される稀土類をも支持できる（稀土類で含浸されて
いる）。
【００９１】
　活性な製品Ｄは、吸湿性微小孔支持体からなる。
【００９２】
　活性な製品Ａの不活性固体支持体は、もしこの支持体が微小孔を有すれば、任意の活性
な製品Ｄの吸湿性微小孔支持体と両方とも、一般的に、大きな展開表面積を有するモレキ
ュラーシーブズからなり、例えば２００以上、実際には３００ｍ２／ｇの比表面積により
定義される。
【００９３】
　これゆえ、もし活性な製品Ａの微小孔支持体が、貴金属もしくは稀土類で含浸されてい
れば、該チャンバーの雰囲気中での放射線分解により発生される可燃ガス、より具体的に
は水素の酸化のための非常に大きな反応面積を持つ。
【００９４】
　活性な製品Ａにおいて、貴金属もしくは稀土類が、該チャンバー中存在している酸素に
よる、水素の連続酸化用反応触媒である。
【００９５】
　一般的に、該微小孔触媒支持体中の０．１重量％の貴金属の存在が、望まれる効果を得
るよう働く。
【００９６】
　活性な製品Ａの好ましい微小孔不活性支持体および任意の活性な製品Ｄの吸湿性微小孔
支持体は一般的に、上で述べたように、好ましくは、活性な製品Ｄの微小孔支持体に関し
ては、式Ｎａ１２［（ＡｌＯ２）１２（ＳｉＯ２）１２］ＸＨ２を有するアルミノシリケ
ートの群から選択されるモレキュラーシーブズからなり、式中、Ｘは２７までであり得、
２８．５％の無水物を提示し、活性な製品Ａの好ましい微小孔支持体に関しては、アルミ
ナ、好ましくは活性化されたものから選択される。
【００９７】
　活性な製品Ａにおいて、その好ましい微小孔支持体の大きな比表面積が、貴金属もしく
は稀土類の触媒作用を最大化するよう働く。実際、大きな反応表面積が支持体上で与えら
れ、非常に僅かな触媒化合物を、抑えられた体積中で使用することによる。
【００９８】
　該触媒を支持している（触媒で含浸されている）該微小孔不活性支持体との接触の際に
、水素が、該チャンバー中の酸素と結合し、水を形成する。こうして形成された水は捕捉
され、分子（レベル）の毛細管現象により、製品Ａの好ましい支持体の微小孔中深く固定
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される。例として、このような支持体は、その質量の３０％までの水を吸収できる。
【００９９】
　過剰な水は、活性な製品Ａの微小孔支持体により吸収されず、可能性として、活性な製
品Ｄを形成している吸湿性微小孔支持体の微小孔中で捕捉される。
【０１００】
　このことは、放射線分解により再び分解されがちであり、除去される水素の一部を再び
保っていることになる自由な水の如何なる形成をも防ぐことを可能にする。実際、該微小
孔支持体中深く捕捉された水は、もしこの水が自由な水であったとした場合よりも、該チ
ャンバーの雰囲気中で放出される照射の効果に、付されない。あるいは、もし活性な製品
Ｄが存在しなければ、触媒ａ）の支持体により吸収されなかった過剰な自由な水が次いで
、固体過酸化物を含んでいる活性な製品Ｃと反応し得、酸素の放出を引き起こす。
【０１０１】
　更に、該チャンバーの雰囲気が高い湿気含量に届き得ないので、こうして実施に移され
た酸化方法は完璧に作動することが、観察されるはずである。より精確には、活性な製品
Ｄの効率は、該チャンバーの雰囲気中での相対湿度約１０％未満を保証するよう働く。こ
のことは、活性な製品ＡおよびＢを使用しての、該酸化反応の最大収率を確保する。
【０１０２】
　活性な製品Ｂは、該チャンバー内側に入れられねばならないが、金属酸化物、好ましく
は顆粒の形のものの混合物を含み、ＣＯの酸化によるＣＯ２への連続除去を可能ならしめ
る。
【０１０３】
　好ましい製品は、二酸化マンガンＭｎＯ２および酸化銅ＣｕＯの混合物を含む。
【０１０４】
　二酸化マンガンＭｎＯ２および酸化銅ＣｕＯの混合物は一般的に、製品Ｂの約８０重量
％を占める（一般的に、約６６％のＭｎＯ２および１４％のＣｕＯ）。
【０１０５】
　この活性な製品Ｂは、該チャンバー中存在しているガスがＣＯを含有する場合特に、重
要な役割を演じる。実際、如何なる理論によっても結び付けられることを望むことなく、
ＣＯ分子がＨ２分子よりも大きいので、活性な製品Ａの活性部位がＣＯによりブロックさ
れることが、従って実証されている。これゆえ、触媒ａ）により優先的に変換されるのは
ＣＯであり、水素ではない。換言すれば、ＣＯが触媒ａ）の活性部位をブロックするので
、水素は再結合されない。
【０１０６】
　もし、触媒ａ）に加えて、触媒ｂ）が該チャンバーに入れられれば、このことが、触媒
ａ）よりも遙かに速い、ＣＯのＣＯ２への酸化を可能ならしめる。触媒ａ）の活性部位が
次いで、可燃ガスの、特に水素の酸化のために、より利用できるようになる。
【０１０７】
　活性な製品Ｂとして使用され得る触媒は、ＺａｎｄｅｒによりＣａｒｕｌｉｔｅ（登録
商標）の下に販売されている製品である。これは、ＣｕＯおよびＭｎＯ２を含んでいる混
合物であり、特に、ＣＯのＣＯ２への酸化反応を触媒する。
【０１０８】
　例えば、Ｃａｒｕｌｉｔｅ（登録商標）は、この反応を、触媒ａ）よりも１０倍速い速
度で触媒し、こうして、触媒ａ）が、可燃ガスを酸化していく反応に、特に、水素を水に
酸化していく反応に、利用できるままになる。
【０１０９】
　活性な製品Ａに対する活性な製品Ｂの質量比は一般的に、１／１～１／１０、好ましく
は、１／２～１／４である。この比は一般的に、一般的に約１／１１であるＨ２流速に対
するＣＯ流速の比に関して求められ、この流速の比は、一般的に産業廃棄物により発生さ
れるものである。
【０１１０】
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　活性な製品Ｃは任意であるが、酸素源であるとして定義される。この酸素源は一般的に
、ガスの形もしくは固体の形である。
【０１１１】
　後者の場合、一般的に、水の存在下に酸素を解き放つ過酸化物のファミリーの固体化合
物である。この水は一般的に、触媒ａ）による水素の酸化の間に形成された水であり、触
媒ａ）の好ましくは微小孔を有する不活性固体支持体により吸収されていないものである
。
【０１１２】
　従って、もし活性な製品Ｃがこのような固体過酸化物であれば、活性な製品Ｄを使用し
ないのが好ましく、こうして水が、該過酸化物と反応して酸素を解き放つのに、利用でき
るままとなる。
【０１１３】
　該固体過酸化物は一般的に、カルシウム、バリウム、ナトリウム、カリウム、マグネシ
ウム、およびこれらの混合物の過酸化物のような、アルカリおよびアルカリ土類金属の過
酸化物から、選択される。
【０１１４】
　固体の形の該酸素源は、酸素の欠乏が考えられる場合、該チャンバー中に当初に導入さ
れる。
【０１１５】
　該チャンバー中で容易に使用され、パッケージされるために、活性な製品Ａ、Ｂ、Ｃ、
およびＤは一般的に、顆粒、ビーズ、結晶のような、離散した部品もしくは粒子の形を採
る。こうして、活性な製品Ａおよび可能性としてＤの微小孔支持体は有利に、顆粒、ビー
ズ、もしくは結晶のような、小さな寸法を有する部品、粒子に砕かれる。
【０１１６】
　より精確には、これら微小孔を有する支持体の部品の各々が好ましくは、約２ｍｍ～約
２０ｍｍの外装直径を持つ。微小孔を有する支持体のこれら部品の各々が、活性な製品Ａ
の場合、１種の貴金属を支持する（１種で含浸されている）。活性な製品Ｂは一般的に既
に、砕かれた形であり、例えば、つまり、一般的に、酸化物ＭｎＯ２およびＣｕＯの顆粒
の形である。
【０１１７】
　存在している場合、活性な製品Ｃは、もし固体の製品であれば、一般的に、粉末の形を
採る。
【０１１８】
　微小孔を有するこれら支持体（活性な製品ＡおよびＤ）を砕くことおよび活性な製品Ｂ
の既に砕かれた特徴は任意に、より精確には以下に記載のように、該チャンバーに入れる
前に、容易に、種々のタイプの受け皿中のこれら活性な製品の少なくとも１つをパッケー
ジすることを可能にする。この砕くことは、微小孔を有する該支持体の特性の効率を最大
化させるようにも働き、これは、更に活性な製品Ａの支持体の酸化表面積を増加させてい
くことによる。実際、微小孔を有する触媒の該支持体を形成している小さな部品中で水素
が拡散する場合、これら部品の全ての表面の周りで酸化される。換言すれば、全酸化表面
積は、該支持体を形成している部品の全表面積の和に対応し、当該部品により占められる
全体積の外側表面積よりも、遙かに大きい。
【０１１９】
　同じ議論が、活性な製品Ｄの支持体を砕くことに適用され、その水吸収表面積を増加さ
せる。
【０１２０】
　結局、活性な製品Ａおよび可能性としてＤの支持体を小さな部品に砕くこと、活性な製
品ＢおよびＣの砕かれた特性、ならびに、大きな比表面積を有する微小孔を有する物質の
使用が組み合わさって、本発明による方法を、極めて効率的にする。水素が効果的に、Ｃ
Ｏのように、大きな表面積上で酸化され、形成された水が、これら微小孔を有する物質の
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、特に活性な製品Ｄの支持体の毛細管特性のために、これら小さな部品中深く捕捉される
。
【０１２１】
　本発明の好ましい実施形態において、活性な製品Ａの微小孔を有する支持体は、活性化
アルミナＡｌ２Ｏ３であり、小さな顆粒の形である。活性化アルミナＡｌ２Ｏ３は、大き
な比表面積を有する物質であり、２００ｍ２／ｇより大きく、実際３００ｍ２／ｇより大
きい。最良の結果を得るには、アルミナの該顆粒は、数ｍｍの、好ましくは約２ｍｍ～約
２０ｍｍの、外装直径を持つ。活性な製品Ａの支持体の場合、これら顆粒は僅かに（０．
１重量％未満）、貴金属もしくは稀土類で含浸される。
【０１２２】
　これらの条件下では、活性な製品Ａの含浸される顆粒の量は、体積で１Ｌもしくは重量
で約８００ｇに対応しており、閉鎖チャンバーの自由な雰囲気中の４００Ｌよりも多い水
素を除去するに充分である。
【０１２３】
　放射性物質の輸送に関わる特定の適用では、これらの物質は一般的に、前記コンテナ（
容器）の内側に詰め込まれるドラムのような受け皿中でパッケージされる。これら活性な
製品が次いで有利に、これら受け皿の内側に入れられる。このことは、発生される場合、
水素を直接除去するよう働く。非常に少ない水素だけが従って、これら受け皿から逃れ、
当該コンテナの自由な容積中で拡散し、ここでこれら活性な製品により除去され、また、
この自由な容積に、少量入れられる。
【０１２４】
　もしこれらの受け皿が密封されれば、これら活性な製品は、これら受け皿内側に独占的
に、充分な量で、入れられ得る。実際、水素がこれら受け皿中で除去され、非常に僅かに
当該コンテナのチャンバー中に拡散するので、当該コンテナの雰囲気中の水素濃度がそれ
で、いつも有意でなくなる。
【０１２５】
　これら活性な製品の、これら受け皿中への導入が、これらの最終的な取り外し後、水素
の蓄積を防ぐのを続けるよう働くことが、観察されるはずである。更に、もしこれら受け
皿が当該サイト（場所）での長期間の保管用に意図されるのであれば、これら活性な製品
は可能性としてリニューアルされ得、当該保管サイトで連続して、水素の除去を確実化さ
せる。換言すれば、本発明による方法の使用は、輸送の間に閉鎖チャンバー中で発生され
る可燃ガスの除去に限られない。
【０１２６】
　結論として、本発明による方法は特に、有機成分および可能性として水を含んでいる放
射性物質を含有している異なるタイプのチャンバーと組み合わせて使用するのに簡単であ
る。該チャンバーにこれら活性な製品を入れるのに必要な取り扱い操作は特に、実施する
に簡単で速い。該チャンバー中で放射線分解により発生された可燃ガスの除去は有効に、
保証される。更に、輸送および保管の時間が、非常に柔軟に制御され得、これは、考えら
れる輸送および／または保管の期間、適切な量の活性な製品を該チャンバー中に導入する
ので充分だからである。
【０１２７】
　本発明が今、以降の実施例に言及しながら記載され、例示のために与えられ、非限定的
である。
【実施例】
【０１２８】
　この実施例は、本発明の方法を例示し、以降の活性な製品ａ）およびｂ）を使用してい
る。
　　活性な製品ａ）：３ｍｍのビーズの形の、比表面積３００ｍ２／ｇを持っている、パ
ラジウム（触媒）で含浸されたアルミナ（微小孔不活性固体支持体）
　　活性な製品ｂ）：以降の化学組成を有する顆粒：
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　　　　６５％ＭｎＯ２

　　　　１３％ＣｕＯ
　　　　　９％Ａｌ２Ｏ３

　　　約１０％Ｈ２Ｏ
　これら顆粒は、１～２ｍｍのサイズである。
【０１２９】
　このテストは、活性な製品ｃ）およびｄ）を用いずに、実施された。
【０１３０】
　このテストは、以降のように、実施された。
【０１３１】
　上記した活性な製品ａ）の量２５ｇおよび上記した活性な製品ｂ）の量１２．５ｇ（こ
れらの製品は個々に、パッケージされている）が、６００ｍＬの水素および５３ｍＬの一
酸化炭素を含有している２０Ｌのチャンバー（Ｔｅｄｌａｒ　ｂａｇ）に入れられた。初
期の水素濃度が、約５．６％であった。
【０１３２】
　Ｈ２／ＣＯ混合物が、以降の流速で連続して注入された。
　　一酸化炭素に関して　５．６ｍＬ／時間
　　水　　　素に関して６５　　ｍＬ／時間
　Ｈ２／ＣＯ流速比１１．６を表している。
【０１３３】
　この比は、費やされた燃料の再処理により発生される圧縮された廃棄物（この平均組成
は、９０％のごみおよび末端品ならびに１０％の産業廃棄物であった）を含有しているキ
ャスク中で発生されるＨ２およびＣＯの流速の比の代表であり、水素および一酸化炭素の
流速はそれぞれ、２Ｌ／時間および０．１８Ｌ／時間であった。
【０１３４】
　このテストは、９５時間継続した（該チャンバー中存在している酸素の使い切りまで）
。該チャンバー中の水素含量が、このテストを通じて、クロマトグラフィーにより、測定
された。この含量は、このテストを通じて、１％未満（体積）のままであり、図１におい
て示される時間の関数としての（時間）Ｈ２含量の曲線により、示されるとおりであった
。
【図面の簡単な説明】
【０１３５】
【図１】本実施例において実施されたテストの間に、クロマトグラフィーにより測定され
た、時間（ｔ、時間）の関数として、本チャンバー中での水素含量（体積％）を示すグラ
フである。
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